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					このページはまだ校正されていません
有子曰太平タイピン」とあり。又忠義傳三（元史一九五）に伯顏不花的斤バヤンブハチキンと云へる忠烈の士あり、信州を援ひて、陳友諒の兵と戰ひ、國難に殉せり。その傳の首に「伯顏不花的斤バヤンブハチキン、字蒼崖、畏吾兒ウイウル氏、駙馬都︀尉中書丞相封高昌王雪雪的斤シエシエチキン之孫、駙馬都︀尉江浙行省承相封荆南王朶爾的斤ドルチキン之子也」とあり。亦都︀護イドクの家にて中書丞相となれるは、帖木兒補化テムルブハ一人のみなれば、雪雪的斤シエシエチキンは、帖木兒補化テムルブハの別名にて、伯顏不花ノヤンブハは帖木兒補化テムルブハの孫なるに似たり。考異に曰く「按、諸︀王公主二表、及巴而朮阿而忒的斤バルチユアルテチキン傳、俱不載雪雪的斤シエシエチキン朶兒的斤ドルチキン之名。葉盛水東日記、引高昌王世勛碑曰「帖木兒補化テムルブハ有二子、長不荅失里ブダシリ、嗣亦都︀護イドク高昌王、次伯顏不花的斤バヤンブハチキン、爲太常鮮于樞甥、官浙東宣慰使」。如碑所言、似朶兒的斤ドルチキン與帖木兒補化テムルブハ、卽是一人。今考元文類︀、載虞集高昌王世勛碑、不叙帖木兒補化テムルブハ之子。葉文莊所見、豈別一碑邪」。太常鮮于樞の甥は、傳に據れば、太常典簿鮮于樞の外孫なり。浙東宣慰使は、傳には衢州路の達魯花赤ダルハチより浙東の都︀元帥に陞り、江東道の廉訪副使に擢てらるとあり。









三。斡亦喇惕オイラトの忽都︀合別乞クドカベキ。


　斡亦喇惕オイラトの忽都︀合別乞クドカベキ（實錄三九八頁）は、降服の後、その長子脫咧勒赤トレルチは、拙赤ヂユチの女豁雷罕ゴルイカンを娶り、次子亦納勒赤イナルチは、太祖︀の女扯扯亦干チエチエイゲンを娶りき。公主表延安公主位の初に「火魯ホル公主適哈荅ハダ駙馬、闊闊干ココゲン公主適脫亦列赤トイレチ駙馬」とある、火魯ホルは豁雷罕ゴルイカンの下略、闊闊干ココゲンは扯扯亦干チエチエイゲンの訛、脫亦列赤トイレチは脫咧勒赤トレルチの訛と聞ゆれば、脫亦列赤トイレチは火魯ホルの夫にして、哈荅ハダは闊闊干ココゲンの夫亦納勒赤イナルチなるを、互に誤れるに似たり。又哈荅ハダ駙馬は、功臣の第八十四なる合歹カダイ駙馬に似たれば、合歹カダイは卽斡亦喇惕オイラトの亦納勒赤イナルチの別名かとも疑はる。この疑は、已に實錄四〇二頁の注に陳ベたり。又公主表の續に「脫脫灰トトフイ公主、世祖︀孫女、適禿滿荅兒トマンダル駙馬、某公主適別里迷失ベリミシ駙馬某公主適沙藍シヤラン駙馬、延安公主適延安王也不干エブゲン」。これらの駙馬は、皆忽都︀合別乞クドカベキの子孫なるべけれども、その關係は明ならず延安王は、諸︀王表金印駝紐の中にあり。









四。朶兒別惕ドルベトの朶兒伯多黑申ドルベドクシン。


　朶兒別惕ドルベトの朶兒伯多黑申ドルベドクシン（實錄四〇五頁五二〇頁）は、禿馬惕トマト征伐と阿卜禿アブト征伐と二たび見えたり。










弎。實錄卷十一に見えたる分。










一。古亦古捏克巴阿禿兒グイクネクバアトル。


　居庸關の戰に者︀別ヂエベと共に先鋒に行きたる古亦古捏克巴阿禿兒グイクネクバアトル（實錄四三二頁）は、列傳卷三十六なる郭寶玉の傳に附記せるその子德海︀の傳に、（太宗三年か）「德海︀導大將魁欲那グイユナ・拔都︀バード、假道漢︀中、歷荆襄而東」。列傳卷二なる睿宗の傳に、太宗三年の冬、「破金兵十餘萬于武當山、趨均州、乘騎浮渡漢︀水、遺夔曲捏グイクネ、率千騎馳白太宗（四年正月）太宗方詣漢︀水、將分兵應之。會夔曲捏グイクネ至、卽遣慰諭拖雷、亟合兵焉」とあり。魁欲那グイユナも夔曲捏グイクネも、古亦克捏克グイクネクなり。方詣漢︀水は、方渡河の誤なり。親征錄に「壬辰春正月初六日、大兵畢渡、及獲漢︀船七百餘艘。太上皇（拖雷トルイ）遣將貴由グイユ、來報集軍兵等、已渡漢︀江」とあるは、卽藝曲捏馳白太宗の事なり。又親征錄に、その年の夏「上與太上皇北渡河、避暑︀於官山。速不歹拔都︀スブダイバード、忒木歹火兒赤テムダイホルチ、貴由拔都︀グイユバード、塔タ［察兒火兒赤チヤルホルチ］等、適遇金遣荆王守仁之子曹王、入質我軍、遂退、留速不台拔都︀スブタイバード、以兵三萬鎭守河南」とあり。列傳卷三十一に「月魯帖木兒ユルテムル、卜領勤多禮伯臺ブリンキンドリベダイ氏。曾祖︀貴裕グイユ事太祖︀、爲管領怯憐口怯薛ケリンクケセ官」とありて、事蹟は
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